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5位、



'85JAF全日本ラリー選手権一一レポートfromナビゲーターズシート

チャンと7ンをE指レてラストスノVート/
6月29日午前4時30分、 目覚ましの 落ちた格好に怠ってとまつだ。急いで ては、 と思いつつスタート。まあなん てみいH とのことであるが、勝負所の

音lこ驚いて起床Jなんでこんな時間に 嘩りて押し芝ガ、亀の子1こなっていて、 とか無難にこなして、このステージを 園見平の下り、ホコリに気をとられて

目覚ましをセットしだのかな 9"とボ ピクともしない。あきらめようかとも トップであがりサピスヘ戻る。オ ス 気がついだら、コ ナ は自の前。あ

ケた頭で考える。、、そうだ、 6時の新幹 思つだが、マレシ戸のこともある。 テ終了時点、ではなんと伸弥、羽豆、大 つという間もなく、 在半分が路肩ヘ /

線で盛岡ノ¥行くん定九あわてて(士度を NEVER GI¥/E UP。近くか 庭選手ガ1.2. 3{立。伸弥と羽豆の 運良<、すぐそばにギャラリ ガい芝

ととのえて、 上野へ向けて急いだ。だ

いだい、つい10日程前に、、地獄のマレ

ーシ戸"から帰つだばかりで、悪夢ま

ださめやらずのJ山i莞にあるうえに、昨

日は出張で家に帰ったのは12時頃。ま

あレょうがない新幹線のctで寝るかと

覚幅を決めて、そのとおり、目ガさめ

だら ¥¥1.J!.は盛岡H の戸ナウンスガ聞こ

えてい芝。

三菱勢の活躍が期待された

第7戦ホツールド東北。

ら石を拾ってきたり、ジャッキ戸ツプ 差は4妙。よし、あとは我らがT位と

しだりと、悪戦苦闘すること3C分。つ 怠ってADVANの1・2・3f立を狙

いlこ、追い」二げが来た。あきらめてソ おう、などと虫のいい考えを起して2

タイ戸届けを出す。追い上げ車に引っ ステスタート。道とは思えない豊浦日

張ってもらうとあっけなく脱出でき、 道、 昨年の痛恨のコ ス戸ウトの川

あの3C分がうそのようであつだo"Ijタ 渡りコ ス等を経てゴ Jレ、伸弥選手

イ戸はし芝けど、自力で帰ってきだか をなんとか逆癒しだ。しかし、大庭選

ら、お弁当をあげるよH と変な怠ぐさ 手が大岸コ ナーの次の急コーナーで

めを石黒監督からもらい、その後さび コ ス戸ウトしだとの事。惜しい。ラ

レ<ゴ Jレ地点へ向う。ゆっくりと寝 ストの3ステIctSSのみ。 コースも良

て、白ガ覚めると結果、神岡Zの2連 くわかっているとのことなので無理を

勝だつだ。まあ仕方ない。今年のジンク せず、このポジションをキープするよ

ので手伝ってもらってコース復帰。も

っとも10分以上の口スタイム。下のC

PIこはCMSC岩手のメンパガ佐 木々

氏以下オフィシャルとしていて、我ら

の遅れをl山配してくれていた。もう成

績には関係ない、しかし、リタイヤだ

けはしだくない、なんとか今年のジン

クスをI上めなければとの思いのみで、

残りのコースを走る。上坂選手は運良

<、 前の3台ガTステ半ばでリタイヤ。

伸弥選手の4分後、ホコリのないフリ

戸な中で走っていて絶好調。

第ア戦ツールド東北。スタート地点 スからいっても、今回はリタイ?の順 うに作戦変更。やっとゴーJレ、念願の 7ステを終って戻ると、上妓、沼田、

のマッ/¥ランドに着くと、いつものス 番だから、次回の北海道ガ勝負 /と強 北海道でのJAF戦今シリーズ初優勝。 伸弥、館山選手ガ上位の模様。冬だけ

タ ト地点の光景、しかしマレーシ戸

に行っていて、先日の九州を欠席レて

いるのでなんだか、久し振りの園内ラ

リ という感じがして、変な気持ち。

がりを言って盛岡を後にした。しかし、
スタリオン、コルディア4WD、

どうも東北はついていない。羽豆との
ランサーが2~5位を独占/

初めての東北は、転落リタイヤ。去年 、
第9戦ホ栗駒山アルペンラリー砂

の栗駒もいいとこなし。まあ、第9戦

の栗駒こそ ノ 次は又東北での第9戦栗駒山戸ルペ

あっというまに時間はたち、ア月19 ンラリー。ゼッケンを聞くと2番、、、あ

でなく、ダートでも早いことを実証し

ようと館山選手ガコlレディ戸4WDで

頑張っている。同じく青森の福士選手

も好調。今日のCMSC青森勢、大西

選手も含め快調。その原因は中と聞く

と、。氏1プ来ていないからとのことで

、、3時にスタート、夜の3時にはゴー

ルして、ゆっくり休んでから帰っても

らいますυ と藤村競技長の説明ガドラ

ミであり、ラリ では初めてのドクタ

目、半年ぶりの北活道。今年の北:包道

はけつこう暑いな、というのが第一日

象。苫小紋泊りでは、やることもなく

早目!こ寝て明日巳そなえる。今回勝芝

ねばどこで勝つ。という覚悟である??7

あEま表芝砂荊利Jかきか /μ との思いガEま重ず したヨ ノ fステの逆走ガ2ステ、 2

チェックを女医さんから受けて、い

よいよスタート。里速ハイ戸ベレージ

で走り始める。浮砂利lま多いが、道幅

も広<、楽にオンタイムペース。しか
スタリオン、ワン・ツー圧勝/

頭にi浮琴ガ/ぶ3ぷ:。それに順番からい<と又 ステの後半1か才ブ、3ステとlぽまとんど同じコ

リタイ戸N の番だし、本当に東1北仁は 一スで残りのラリ一は進み、 2ステ、

ついてなさそうだ /コ一スlは芯ここ2週 3ステを{伸申弥選手ガトツブで上1ガプる追

間程、 Eぎ表つたく雨が降つていないとの いよげをみせたものの、上坂選手のホ

事で、ホコリと砂利lこ悩まされそうだ。 コリ無し走j去におよぱず2位、 3f立は

ゼッケン1~10はここまでのポイン 昨年の覇者大庭選手、そして4f立Ict1 し、 あのマレーシ戸での悪夢のミスコ
『 第8戦前ノースアタック300砂 ~ ー

ース後遺症が残っていて、コース函ぱ ト順といつことで、誠、羽豆、神間、 秒差でコルデイ戸4WDの館山選手、

かりガ気になる。ふと目を上げると、 第8戦ノース戸タック3000¥'¥つもの コーチンの順である。伸弥は、シード さらに5位は福士選手のランサーと2

コンピュータのフフコイナルは、 +30秒、 大手口ルスツ高原、4年目であるo 1年 ドライバーの特権を生かして27番、い ~5f立をスタリオン、コルティ戸、ラ

あわてて補正を入れて、それでも+15 目、まだJAF戦になるまえのチボ一、 いポジションである。それに土妓選手も ンサーが独占し芝結果に終つだ。

-1'1>0 "落とせ"と言ったら、 目の前には 羽豆にとっては3連勝を挙げ芝ものの、 31番と絶好の位置にいる。初めてのコー さあ残すところ2戦/ 次回は u群

無情にもCPtf見えて、オフィシャル '83、'84とJAF戦になってからはい スの 1CPこそ、 とくにホコリもなく

が、、おいで、おいでH をしている。仕 いとこなし。本当に今年こそとの思い 走れたものの、次からは誠選手のホコ

万なく、CPイン。結果、17砂の早着 ガ強い。 リと砂利に悩E表される。抑岡選手もス

馬県人会のラリモントレ一。もっ

とも今年は初めて使う園育林道ガある

とかなので、もしかしたらとの期待も

だつだ。しかし、これでやっといつも コースはだい芝い、いつも通り。初 タリオンのホコリの後では謂子ガ出な ある。スタリオンのチャンプ獲得目指

のペースに戻れて、以後はマイペース。 めてのコ スガ昼間のギャラリ ステ いようだ。もっともその後のコーチン して、ラストスパート N

第1ステージを終えて、トップとは ジである中山峠旧道、約10kmのコー いわく uスタリオンとZの後ろを走つ CCMSC本 部 田口雅生〕

23秒差、やはり早着分ガ大きい。気を ス。いつもながう、羽豆選手、スター

とり直して、第2ステ ジスタ ドu ト直後はなんとなくペースガ上ガ、らす

なんとか、Tステの分をとり戻さなく 横で見ていても u遅いナ。トップの

てはと、羽豆ドライバーも張りきって 仰弥選手に14砂も差をつけられてしま

いる。しかし、 2ステ中盤、ゆるい右 つ定。この差か、最後までだだらなけ杓

コーナーを3速全開で、まわつだとこ ばいいのだが、との思いガチラッと頭

ろ、コーナー後半1プきつくJ戸ッ μ と をよぎる。ラリ区間第Tステージの

思った時はすでに遅<、 テールからコ スタ トはフ時T分。

ス戸ウト H このステージコースは羽豆の得意コ

前%をコ ス仁残して、お民ガすり ース。ここで頑張ってトップに出なく
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